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	この遺伝子は普遍的に発現しており、N末端にBTBドメイン、続いてBACKドメイン、そしてC末端に6つのケルチ様リピート配列を持つ全長タンパク質をコードしています。これらのケルチ様リピート配列は、BTBドメインとCullin-RING E3ユビキチンリガーゼ（CRL）複合体のCUL3（Cullin 3）構成要素との相互作用を介して、結合タンパク質の基質ユビキチン化を促進します。この遺伝子の変異は、高血圧、高カリウム血症、代謝性アシドーシスを特徴とするまれなメンデル遺伝性症候群である偽性低アルドステロン症IID型（PHA2D）を引き起こします。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2012年3月],機能：標的タンパク質のユビキチン化とそれに続くプロテアソーム分解を媒介するE3ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質特異的アダプターと考えられる。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのBTB（POZ）ドメインを含む。,類似性：6つのケルチ反復配列を含む。,サブユニット：cul3と相互作用する。,組織特異性：様々な組織で発現していると思われる。,
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	KLHL3抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはKLHL3ペプチドでブロッキングされている。
	

	KLHL3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	KLHL3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	KLHL3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

